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防災エキスパートの皆さんに期待 ～ 整備局防災課 ～

日頃より中部地方整備局の防災業務に対し、格

別のご支援、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

エキスパートの皆さまには、管内各地での洪水

対応演習･防災訓練への参加、重要水防箇所の合

同巡視、意見交換会を通じて貴重なご意見等を頂

いているところでございます。 

さて、昨年は震度 7 の揺れにより甚大な被害

を及ぼした熊本地震はじめ、鳥取県、茨城県など

でも震度６弱を記録する大きな地震が発生しま

した。今年に入りましても長野県南部で震度５強

の地震が発生するなど全国各地で大きな地震が

多発しています。 

また、近年全国各地でこれまで経験したことのないような豪雨の発生が相次いでい

ます。特に岩手県や北海道を襲った昨年の台風１０号や、本年の九州北部豪雨では、

急激な河川の氾濫、大量の土砂や流木の流出により広い範囲に甚大な被害を発生させ

ました。 

 これらの災害に対し、中部地方整備局では発災直後より TEC-FORCE 隊を派遣し、

他の整備局等の TEC-FORCE 隊と協力し被災状況調査を中心とした支援活動を実施

して参りました。 

また、現地では防災エキスパートによる情報収集や応急復旧工法アドバイスなどの

技術支援も行われ、早期の復旧活動に貢献されたと聞いています。 

災害の激甚化、頻発

化が進む中、一方で国

土交通省に対する防

災減災、地域支援への

要望は大きく、職員の

減少とも相まって防

災エキスパートの皆

さんの豊富な経験に

対する期待は益々高

まっています。 

今後も引き続きご

協力頂きますようよ

ろしくお願い致しま

す。 

第 20 号

２０１７年１２月 

総括防災調整官 可児 裕 

Ｈ２９．７九州北部豪雨への中部地方整備局のテックフォース 
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図－１ 防災エキスパート制度とは 

 

 

５月３０日に中部技

術事務所にて、地区代

表・世話役会議が開催

されました。 

会議では、整備局か

ら、TEC-FORCE の災

害派遣報告、東海・東

南海・南海地震対策中

部戦略会議や南海地震

に備えた広域連携訓練

などの紹介がありまし

た。 

 中部地方防災エキス

パートについては、①

「エキスパート制度」

や活動内容についての

再 確 認 と 委 嘱 状 況

（5/24 現在 362 名）

について。 

 ②エキスパートの活

動状況や現状における

課題と対応。 

③防災手帳の更新、

「DiMAPS」(注１) 、

洪水情報のプッシュ型

配信の紹介、また災害

フ ォ ト シ ス テ ム と

K-COS の廃止などに

ついての状況説明があ

りました。 

  

地区代表・世話役会議  

図－２ 防災エキスパートの活動内容 

地区代表・世話役会議の様子 エキスパート登録者の所在地 
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図－３「DiMAPS」（総合災害情報システム） 

図－４ 中部地方整備局 

ホームページ 

図－５「緊急速報メール」（プッシュ型配信） 

 

 

 
 

「DiMAPS」への入り口 

クリック 

「DiMAPS」（総合

災害情報システム） 

「緊急速報メール」

（プッシュ型配信） 

図－４ 中部地方整備局ホ

ームページ 

 (注１) 図－３ 

このシステムは、地

震や風水害等の自然

災害発生時に、現場

から収集された情報

を、地図上にわかり

やすく表示する事が

出来るシステムで、

インターネットを通

じていつでも誰でも

見る事が出来ます。 

 

 防災エキスパートの皆さんから提供され

た情報は、このシステム等で情報共有され、

災害対策の意志決定を支援する事になり

ます。 

 

 

 

 

図－５は、「プッシュ型緊急速報メール」

で、プッシュ型とは、地震時と同様に各自の携

帯に強制的にメールが送られてくるものです。

H29.5.1 から安倍川・大井川・豊川・矢作川

で配信されており、今後他の河川に随時拡大さ

れる予定となっています。 
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平成２９年の活動記録 ～ 防災エキスパート ～  

５月１８日（木）宮 川 ２名 長澤 宏和、大野 克典 

１９日（金）櫛田川 ３名 川本 正和、和田 光広、大野 克典 

２４日（水）雲出川 11 名 佐藤 久則、辻岡 健一、服部 辰美、 

                水守 安二、山本 剛、岡田 昌之、笠井 泰宏 

                北川  公久、積木 優、藤田 孝志、和田 光広 

２５日（木）鈴鹿川 ７名 真柄  奨、梶川 利満、川本 正和、 

                岸本 敏夫、水谷 正美、渡瀬 伸、中西 三男 

６月 １日（木）狩野川 ３名 長尾 和男、長島 郁夫、佐野 純一 

７日（水）狩野川 ２名 茶山 満、工藤 隆 

 

６月１２日（月）庄内第一 ３名 原 一儀、境 道男、野嵜 幸道 

１９日（月）庄内第二 ２名 小河 俊美、溝口 敏明 

２２日（木）庄内第一 ３名 野嵜 幸道、鈴木 正典、境 道男 

２６日（月）土岐川  ４名 奥田 譲、鈴木 昭二、安藤 元治、 

九津見 生哲 

３０日（金）春日井  ２名 奥田 譲、今津 実 

 

 

 

 

 

出水期を前に、各河川における重要水防箇所の合同巡視が行われ、各地区の防災エ

キスパートが参加ました。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

櫛田川右岸 3.0k 付近（太平橋） 宮川右岸 7.2k 付近(桜堤） 

※ すべて敬称略 

○河川重要水防箇所合同巡視に参加 
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９月３日(日)、広い集結スペースを有し、 

地震に強い高速道路と接続する木曽川三派 

川地区において、広域支援本部設置訓練が 

おこなわれました。 

防災エキスパートからは以下の皆さんが 

訓練に参加されました。 

 ・訓練参加者 ３名（古澤 眞一、林 正順、 

大塚 康司） 

 

○洪水対応演習・防災訓練に参加 

５月１４日（日）、狩野川河川敷にお 

いて狩野川連合総合水防演習・広域連 

携災訓練が開催され、エキスパートの 

皆さんは【演習項目】決壊堤防の荒締 

めきり訓練に参加されました。 

 ・訓練参加者 ４名（川口 鋭三、 

茶山 満、佐野 純一、久保田 清） 

 

４月２５日（火）、直轄砂防管内にお 

いて、土砂災害が発生した事を想定した 

「被災情報報告訓練」と「事務所災害対 

策支部への活動報告」を行いました。 

 ・被災状況報告 １１名が報告 

 ・事務所長への活動報告 ３名 

（高木 理仁、福沢 昇、水野 豊人） 

 

9 月１４日（木）、小渋ダムにおいて、地 

震による災害が発生し、登庁職員が不足し 

た事を想定した訓練に防災エキスパートと 

して参加されました。 

 ・ダム二次点検補助 １名（下井田 実） 
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○各事務所との意見交換会 ～防災エキスパート～ 

 

 
 

各事務所で意見交換会が開催されました！ 

年末までに行われた各地区の意見交換会の様子は以下のとおりです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実施日 開催事務所 整備局 事務所 ｴｷｽﾊﾟｰﾄ 備 考 

７月 4 日 浜松河川国道事務所 ― 18 名 20 名  

７月１２日 沼津河川国道事務所 ― 13名 9 名  

８月 ３日 静岡河川事務所 2 名 １5 名 １9 名  

８月 30 日 長島ダム管理所 ― 3 名 6 名  

９月 14 日 三重地区５事務所 2 名 １７名 ３９名 三重、木曽下、紀勢、北勢、蓮 

11 月 10 日 岐阜地区２事務所 ３名 ２６名 １６名 木曽上、越美 

11 月 21 日 木曽川下流河川事務所 － １７名 １３名  

12 月 20 日 三河地区３事務所 － １４名 １６名 豊橋、設楽、矢作 

月  日 長野地区４事務所 未定 天上、飯田、三峰、天ダム 

浜松河川国道 

静岡県西部地区会議 

沼津河川国道 

防災エキスパート連絡会議 

長島ダム 意見交換会 

静岡河川事務所 意見交換会 

木曽川下流 研修会 木曽上・越美砂防 

エキスパート・ 

アドバイザー会議 

豊橋、設楽、矢作  三河地区会議 
三重、木曽下、紀勢、北勢、蓮 

 意見交換会 
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7 月 5 日の九州北部豪雨に伴う九州防災エキスパート会員の出動は、本部、筑後

川支部、遠賀川支部が 7 月 6 日～7 日に延べ 37 名である。 

大分支部は、7 月 5 日山国川河川事務所へ 1 名自主出動した。 

筑後川および遠賀川支部は、7 月 6 日事務所からの要請に基づき出動した。 

本部は、7 月 6 日～7 日自主出動している。 

 

 【出動の概要】 

年月日 所属 要請日 活動開始 活動終了 出動人員 

7月5日 大分支部 自主出動 山国川 1   

7月6日 

本部 自主立ち上げ 7：00 18:00 7   

筑後川 7 月 6 日 6:50 8：00 18:15 14 
事務所 9、日田 2、

片ﾉ瀬 3 

遠賀川 ７月６日 8:15 8：15 13:00 3 田川(出)で立上 

小計 
   

24   

7月7日 

本部 自主立ち上げ 8：30 15：00 6   

筑後川 ７月６日 ６:50 8：20 14：00 7 事務所 5、日田 2  

小計        13   

合  計        38   

 

【活動の内容】 

本部：整備局との連絡・情報収集、支部との連絡・情報収集 

支部：出張所現場支援、事務所での情報収集および緊急並びに応急復旧工法等の技術

支援 

 

 

 

 

 

九州防災エキスパート活動の紹介 

奈良ヶ谷川の渓流 

大分県日田市小野地区 
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発刊：中部地方防災エキスパート運営支援事務局 

（一社）中部地域づくり協会 企画技術部 

名古屋市中区丸の内三丁目５番１０号 名古屋丸の内ビル 8階 

TEL052-962-2227 FAX052-950-1178 

～  防災エキスパート会員登録状況 ～ 

平成２９年１２月１日現在  ３７１名 

加入・退会、勤務先等変更のある方は、下記事務局までご連絡下さい。

平成 29 年 11 月 1 日

から「南海トラフ地震に

関連する情報」の発表が

始まりました。 

これに伴い、今後は

「東海地震に関連する

情報」の発表は行われま

せん。 


